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論文内容の要旨
本論文は、現代日本語の「誤用」、そして申請者の造語である「気づかない変化」を中心にした、現
代日本語において現在進行中のさまざまな変化について、申請者が20年余りにわたって行ってきた研究
の成果を、 4 部に分けてまとめたものである。
現代日本語におけるそのような事例は、「ことばの乱れJ r間違った日本語」などというレッテルを貼
られ、一般向けの「ハウ・ツー」本、さらにテレビの雑学クイズ番組などでしばしば取り上げられる。
作家・評論家のエッセイ、さらに新聞・雑誌への読者からの投書といった、日本語学研究者以外の手に
なる文章でもたびたび話題になる。
「ハウ・ツー」本やクイズ番組では、 rx x という言い方、使い方は間違いなので、 00という正しい
言い方、使い方をするように」で終わっているものがほとんどである。またエッセイや投書では、「こ
んな変な言葉遣いがあった」と笑いの種にするか、「こんな間違った言葉を使うとは情けない、嘆かわ
しい」と非難するか、いずれにしても感情的な態度のものが目立つ。いずれにせよ、いつごろ、なぜ、
どのように「誤用」が発生し、現在は正誤の勢力関係はどのような状況にあるのか、といったところま
では言及されない。
本論文はそのような現代日本語の「誤用」や新用法を現在進行形の「言語変化」ととらえ、それを学
問的・客観的な分析の対象にしようと考えたのである。
その分析・考察のためには用例の採集が必要であることは言うまでもない。申請者がこの分野の研究
を始めた1980年代後半は、まだインターネットは実用化されていなかった。従って、今ならインターネッ
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ト上の検索システムやコーパスの利用で、瞬時に、かつ大量に現代語の用例が集まるところであるが、
当時は書籍や雑誌を実際に読んで探すしかなかった。そのような状況はほぼ20世紀が終わるまで続いた。
本論文ではそのような時代に紙の資料から採集した用例に、近年整備されてきている各種データベー
ス・コーパスを利用して採集した用例とを合わせて、分析・考察を行っている。
以下は、本論文の内容について見ていく。
第 l 部では、第 1 章で“役不足"、第 2 章で“なにげに"を取り上げた。いずれも今日の日本語の「誤
用J I新用法」の実例としてはよく知られており、メディアでもしばしば取り上げられてきた語である。
まず“役不足"という語は、本来<役目が軽すぎて能力が十分に発揮できないこと(への不満) >と
いう意味であったが、近年(1) <能力不足で役目が果たせないこと>あるいは (2) くある目的を果た
すには役職が軽すぎること>といった対義的方向への意味変化が指摘されている。「間違った日本語」
の代表格といっていい事例であり、一般向けのいわゆる「日本語本J では1980年代から20年以上にわた
り取り上げられ続けている。しかし、日本語研究者がこの語について本格的に論じた研究は皆無に等し
かった。申請者はこの語の近世から今日までの用例、世論調査の結果などを紹介した上で、意味変化の
原因やその過程などについて考察している。
その結果、
・世論調査の結果では、 2002年には「誤用」が圧倒的に優勢であったが2007年には「正用」が大きく
巻き返して両者の差が接近しているものの、実例では校聞が加えられる新聞記事を除けば依然「誤
用」例が大きく上回っている。
. I誤用」例の初出は昭和初期にまでさかのぼることができる。
. I 日本語本」等には「私では役不足で、そんな大役はっとまりません」のような使い方は誤りで、「私
では力不足で」と言うべきだ、とある。しかし、“役不足"の「誤用」は“力不足"では言い換え
きれないニュアンスがある。
ということカ宝明らかになった。
一方、第 2 章で取り上げた“なにげに"については、 1980年代半ばすぎからしばしばメディアに取り
上げられるようになった。その後15年以上にわたり、「“なにげない"という正式な言葉があるのに、そ
れを略した若者言葉」として、あるいは関東の「新方言J として、研究者・非研究者双方により何度と
なく取り上げられている。それらの文献の検討、さらに申請者が採集した用例の分析を行うと、この15
年の聞に“なにげに"をめぐる状況に変化が見られることが明らかになった。それは、
.1990年代初めまでは「なにげでJ Iなにげな J Iなにげの」といった形の例も見られるが、それらは
21世紀には使われなくなり、ほぼ「なにげに」の形のみで副詞として使われている。
・“なにげに"は1990年代初めごろはくさりげなく>の意味で使われる例が最も多かったが、今日で
はそれに加えくそうでもなさそうに見えて、意外にも実は>という意味での例が多くなっている。
これは、そのような要素を重視するという、若い世代を中心とした価値観の変化が関係しているの
ではないかと思われる。
といった点である。
“役不足"“なにげに"のいずれも一般によく知られた事例で、 20年以上にわたり「日本語本」やマス
メディアで取り上げられていながら、歴史的研究として本格的に論じた研究文献は申請者によるもの以
外にはほとんどない、という特徴がある。
A斗I
Fhυ 門i
第 2 部で取り上げた「“全然+肯定」とは、「全然おもしろいJ r全然おいしい」の類である。この
事例も「ことばの乱れJ r間違った日本語J の定番中の定番と呼んでいい。「“全然"は本来否定を伴う
べき副詞だ」という「通説」は実は「迷信」であるが、その発生と流布の状況、さらに「“全然" +肯定」
の表わす意味や、メディア等に見られる評価について、近・現代の文献に基づき論じ、さらにこの問題
の研究史も概観している。
第 l 章では、“全然"という副詞が昭和戦前までは否定とも肯定とも呼応していたことは国語学者の
間では周知の事実であるが、一般には「否定と呼応するのが本来の用法だ」との「迷信」が流布してい
ることを示し、この「迷信」がなぜ発生したのか、また「昭和戦前」までの「“全然+肯定」と現代
のそれとでは意味が違うとされてきたがそう断定できるのか、というこつの問題点について、明治~昭
和戦前と現在のそれぞれの用例を多く挙げて検討し、以下のような、先行文献とは異なる見解に至った。
-これまでの論文や辞書では、同じ肯定と呼応する“全然"でも、昭和戦前までのそれは<何から何
まで、完全に>の意であるが現代のそれはくとても、非常に>の意である、としているものが目立
つO しかし、それは場面や文脈から切り離された“全然"と被修飾語のみの作例を基に論じられる
ことが多く実例の検討が十分に行われてこなかったためであり、今回多数の実例を調査した結果、
昭和戦前でも現代でも、肯定と呼応する“全然"は(否定と呼応する場合と同じく) <完全に、
100パーセント>の意で、基本的に変っていないという結論に達した。
. r “全然"は否定を伴うのが本来の用法だ」という「迷信」が言われ始めたのは昭和20年代後半であ
るが、当時と現在とでは「否定」の意味するところが異なるのではないか。つまり現在では“ない"
“だめ"“違う"程度しか含んでいないのに対し、 20年代末はより広い概念であった(“別だ"“変わ
る"といった差異を表す語、“削除する"“分離する"等の否定的ニュアンスの語、“有害"“失敗"
等のマイナスの価値評価の語、用例中ではマイナスの性格を帯びている語、さらに“同一" (<差
異がない>)、“据置" (<変化がない>)といった意味記述においてなんらかの否定的要素を含む
語までも覆う)と思われる。
そして第 2 章では、近年の「“全然+肯定」関係の文献を紹介し、研究者による研究はこの十数年
で大きく進展したものの、それは世間には十分広がっておらず、「日本語本」には、依然として「迷信」
の呪縛を受けているものや、肯定と呼応する“全然"を何の論拠も示さず<非常に>の意だとしている
ものが見られることを指摘した。
さらに各種データベースにより、明治~昭和戦前および今日の用例を採集し、分析と考察を行ったの
が第 3 章である。その結果、“全然"の被修飾語の調査で以下のようなことが分かつた。
-明治~昭和戦前では、“廃棄する"“忘却する"“停止する"のような「否定的なニュアンスの語」
を修飾する例が最も多く、次いで“異なる"“違う"のような「二つ以上の事物の差異を表す語J 、
助動詞“ない"“ず(ん)"の順であった。
・一方今日では助動調“ない"“ず(ん)"と呼応する例が最も多く、次いで「二つ以上の事物の差異
を表す語」、形容詞“ない"の順である。
-これら上位 3 者合計の全体比が、明治~昭和戦前では50%台前半なのに対し、今日では90%前後に
達している。つまり今臼は明治~昭和戦前と比べて、単に「否定と呼応するようになったJ と言う
にとどまらず、被修飾語のバリエーションがきわめて乏しくなっているということがわかる。
この第 2 部により、「“全然+肯定」研究の進展を知ることができる。
第 3 部では、現代日本語における「気づかない変化」の事例について論じる。
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「気づかない変化」とは申請者の造語である。第 1 部、第 2 部で、扱った“役不足"“なにげに" 1 “全然"
+肯定」などのように、変化が言葉に関心の深い人々の間には広く知られ、「ことばの乱れJ 1間違った
日本語」の一例としてしばしば槍玉に挙げられる事例がある。一方、のちに触れる第 4 部第 l 章で取り
上げた“適当"のように、変化していることは広く知られていながら全く問題視されない事例もある。
そしてさらに、言葉に関心の深い人々にすら、変化していること自体ほとんど認識されず、言わば「深
く静かに」変化が進行していると考えられるものもある。そのような事例が「気づかない変化J なので
ある。
ヒントとなったのは、方言研究の分野で使われる、「気づかない (1気づかれにくいJ 1気がつきにく
い」などとも)方言」という概念である。これは<使用者が方言ではなく、全国共通語であると思って
いる方言現象>のことであるが、その中には、同じ語形の語が共通語にもあるが意味がずれている、と
いう場合が多い。
申請者はこれを通時的な言語変化に置き換え、「ある程度進行していながら、日本語学研究者や、「こ
とばの乱れ」に関する著作を発表するような日本語に関心の深い人々でさえもほとんど気づいていない
一仮に気づいていたとしても、少なくとも公に発表された著作の中では指摘していない一意味変化」を、
「気づかない意味変化」と呼ぶことを提案した。
たとえば第 l 章で、扱った「いやがうえにも」は本来<さらにますます>という意味であるが、大学生
への調査を行った結果<不可抗力によって、否応なしに>という意味を答える者が圧倒的に多かった。
新聞・雑誌の実例を調査すると、明らかに本来の意味である例、明らかに新義である例に比べ、このい
ずれの意味にも解釈できる例が多い。「間違った日本語」を扱った本にもほとんど挙がっておらず、「気
づかない意味変化」の一例と言えるこの変化について、その生まれた背景や時期、「気づかない」理由
や今後の展望などについて述べた。それをまとめると、
・意味変化の始まりは「いやJ を「弥」でなく「嫌J 1否」と解釈したことにあると見られるが、「新
旧いずれの意味にも解釈できる例が多い」ことが、「気づかない」うちに意味変化が進行した大き
な要因であると考えられる。
-このような意味変化はすでに1920年代には起こっていたのではないかとみられる。
ということになる。
また第 2 章で、扱った“返り討ち"という語は、辞書に出ている<リベンジ失敗>という本義から、<
先に攻撃をした方がかえって負けること> (新義 1 )、さらに本義とは正反対の<リベンジ成功>(新
義 2 )への意味変化を見せている。その現状を大学でのアンケート調査や実例の検討に基づいて記述し、
さらにその要因や今後の展望などについても述べた。まとめると、
・アンケート調査では世代を問わず新義 1 という回答が多い。
-本義の例は、新聞記事では全体の 2 分の l 強、図書では同じく 3 分の l 強にとどまっている。
-本義と新義 1 は<相手をやっつけようと自分から向かっていって、かえってやられる>という部分
では共通しており、そこに意味変化の要因があると思われる。
-新義 2 は新義 l からさらに変化したものと思われる。
-新義 l の発生は昭和戦前にまでさかのぼることができる。
ということになる。この語の意味変化については、今日にいたるまで、申請者による指摘は全く目に
していない。
一方第 3 章“ていたらく"、第 4 章“万端"の場合は意味の変化に加え、前者では品詞性という文法
面の変化、後者では共起する語の変化という用法面の変化が相当程度進行していながら、やはり指摘す
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る文献は極めて少ない。従って「気づかない文法変化J 1気づかない用法変化」でもある、ということ
になる。これらと「気づかない意味変化」を総称して(本論文では取り上げていないが、「気づかない
音声変化J 1気づかない文字変化」も存在するであろう) 1気づかない変化」と申請者は呼ぶのである。
第 3 章では、“ていたらく"という語を取り上げた。数少ない先行文献は、この語はマイナスの語感
はあるものの意味は<様子、ありさま>であるとする。さらに、近年、現代の「規範的な」用法から外
れる、 I~な J 1 ~ぶり J I~の J 1 ~さ」といった新用法の例が見られることを指摘する。これらの点に
ついて申請者は、次のように述べた0
・今日は、“ていたらく"という語自体に<感心しない、よくない>という意味が含まれていると考
えるべきである。
・この語の新用法は、名調から形容詞(広義)用法へという文法面と、<好ましくない様子、状況>
から<ダメ><お粗末>へという意味面の両方に関する、「気づかない変化」の一例といえる。こ
のような変化が生じた要因は、「名調“体+助動詞“たり"のク語法」という語源、が意識されな
くなり、“低落"“停滞"“堕落"といった類音の語の意味に引かれたことが大きいと考えられる。
また第 4 章で、扱った“万端"という語は、本来<すべての事柄、全般>という意味であるが、「発表
の準備は万端ですJ 1発表は準備万端です」のような、<万端整っている。万全>という新しい意味で
も使われている。今日と明治~昭和戦前の用例を調査した結果、以下のようなことが明らかになった。
-今日の“万端"の用例では、「準備(は)万端」のような“準備"を伴う例の全体比が大部分を占
めている。一方<万端整っている>という意味の新義、そのうちの“整う"を伴わない「準備(は、
も etc. )万端」の全体比については、資料開で大きな差がある。
・“万端"と“万全"を比較すると、“万全"は“準備"を伴う例がきわめて少ない。さらに、“万全"
は I~を期す」という形の例、さらに連体修飾用法の例が多いという違いがある。
-明治~昭和戦前では、新義と解するのが適当と思われる例は見られない。また、「準備万端」、そし
てそれを含む“準備"を伴う例は新聞記事では時期が下るほど比率が高くなるが、それ以外の資料
では見つからない。
. 1準備万端J 以外の 100万端」の例について見ると、全体比・上接語のバリエーションのいずれ
においても、明治~昭和戦前の資料が今日のそれを大きく上回っている。
第 4 部には、「誤用」とは呼べず、「気づかない変化」の定義にも当てはまらないが、現代日本語にお
いて進行中である意味変化の研究を、 2 件収めた。
第 l 章では、“適当"に着目した。「日本語本」等で、この語が特に話題になることはほとなどない。
しかし、「適当に答える」というのがくしかるべきように答える>という意味にも<いいかげんに答え
る>という意味にもなるように、ほぼ正反対の意味で併用されている語なのである。その点では、第 l
部第 l 章で、扱った“役不足"が<能力に対し役目が軽過ぎる>と<能力に対し役目が重すぎる>という
正反対の意味で使われるのとよく似ている。しかし“役不足"がそのように使われることはしばしば批
判的に取り上げられるのに対し、“適当"がそのようにプラス・マイナス両方の意味で使われることは
批判されず、それ以前にほとんど話題にすらならない。これは考えてみれば実に不思議なことである。
そこでこの語の意味を、採集した実例に基づき分析し、マイナスの意味の発生の時期やその理由などに
ついて考察し、さらに話題にならない理由についても考えた。
その結果、マイナスの意味の発生の経緯については、
-あまりとことんやらない方がいいことをくほどほどに>しておくことを「度をわきまえている J と
門i「「υ
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してプラス評価する場合に限って使われていたのが、徹底的にやることが望ましいことをくほどほ
どに>しておくことを「手抜き J としてマイナスと評価するような場合にも使われるようになった。
と考えた。さらに、マイナスの意味の確例は、大正14年までさかのぼることができることも明らかに
なった。
第 2 章では、その意味と表記にゆれの見られる“のうてんき"について論じている。この語について
国語辞書を調べると、辞書により<向こう見ず>と<のんき>という相当かけ離れた意味が与えられて
いる。この両方を掲げる辞書さえある。また表記も「能天気J I能転気J I脳天気」の 3 通りが示されて
いる。実際にはどのような意味で使われ、どのような表記が多いのかを実例を採集して分析し、さらに
高校生を被調査者に行ったアンケート調査の結果も加味して考察した。
その結果、次のようなことが明らかになった。
-近世語では<軽はずみで向こう見ず>という意味であったと思われるこの語が、今日ではその意味
ではほとんど使われず、濃淡の差こそあれ<のんき>という要素を含んで、使われることが多い。そ
の実態は相当複雑で、<危機感がない><陽気><無分別><マイペース>といったうちのどの要
素をどの割合で含んでいるのか、どこに重点が置かれるのか個人差がかなりある。従って、「あの
人はのうてんきだ」と言っても、話し手と聞き手とでは「あの人」の性格のとらえ方が同じとは限
らない。
-表記の面では、「能転気」という表記はその寿命を終えた感があり、そして「能天気」も「脳天気」
(実はこの表記も近世から例がある)にかなり圧迫されている。実例では「ノー天気」ゃ「ノーテ
ンキJ という表記も目立つ。
申請者が近過去・現在進行中の言語変化について興味を持った理由の一つは、社会一般の人は興味を
感じていることでありながら、研究者はあまり目を向けていない分野だから、ということがある。目を
向けたとしても「今こういう使われ方をしているが、本来はこういう意味なのである」のレベルで終
わっており、先行文献はどのようなものがあるのか、いつどのように新しい意味・用法が生まれ、流布
したのか、今日は新旧いずれの用法が優勢なのか、というところまで踏み込んだものは、特に20世紀中
は少なかった。現在進行中の変化を扱う場合、過去の日本語における変化を記述する際のように客観的
に全体像を把握するのが難しい面はある。しかし反面、変化の渦中であるからこそ記述できることもある。
申請者は今後も、現在進行中の言語変化に注目していきたい。そしてその成果を、国語教育や日本語
教育、さらにマスコミの用語マニュアルなどにも生かすことができればよりすばらしいと考えている。
論文審査結果の要旨
本論文は、「誤用」と「気づかない変化」という視点から、現代日本語において進行しつつある語棄
を中心としたさまざまな言語変化について、豊富な用例の収集とアンケート調査などの方法によって考
察したものである。
全体は 4 部から構成され、それに先立つ序章では、本論文の目的と概要について述べる。
第 l 部は、第 l 章で「役不足」、第 2 章で「なにげに」という語を取り上げる。いずれも今日の日本
語の「誤用」の実例としてよく知られており、メディアでもしばしば取り上げられてきた語である。本
論文では、この語の近世から今日までの用例、世論調査の結果などを紹介した上で、意味変化の原因や
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過程などについて考察する。
第 2 部は、「全然(+肯定>J (1全然おもしろいJ 1全然おいしいJ) の類について対象にする。第 1 章
では、「全然」という副詞が、戦前までは否定とも肯定とも呼応していたにもかかわらず、一般には「否
定と呼応するのが本来の用法だ」との「迷信」が流布していることを示し、この「迷信」がなぜ、発生し
たのか、また、戦前までの「全然(+肯定>J と現代のそれとでは意味が違うのか、という 2 つの問題
について検討する。また、第 2 章では、近年の「全然(+肯定>J 関係の文献を紹介し、さらに、第 3
章では各種データベースの用例に基づき考察を行う。
第 3 部は、現代日本語における「気づかない変化」について論じる。「気づかない変化」とは第 l 部、
第 2 部で、扱った「役不足J 1なにげにJ 1全然(+肯定>J などのように、「誤用」の一例としてしばしば
指摘される事例に対して、言葉に関心の深い人々にすら、変化していることがほとんど認識されない事
例のことである。第 l 章で「いやがうえにも」、第 2 章で「返り討ち」という語を取り上げ、それが生
まれた背景や時期、「気づかない」理由や今後の展望などについて述べる。また、第 3 章「ていたらく」、
第 4 章「万端」では、意味の変化に加え、前者では品詞性という文法面の変化、後者では共起する語の
変化という用法面の変化の進行を論ずる。
第 4 部は、「誤用」とは呼べず、「気づかない変化」の定義にも当てはまらないものの、現代日本語に
おいて進行中である意味変化の研究を 2 件収める。第 l 章では「適当」という語に着目し、マイナスの
意味の発生時期やその理由などについて考察する。また、第 2 章では、その意味と表記にゆれの見られ
る「のうてんき」について論じる。最後に、終章では、本書成立の経緯などについて述べる。
本論文が、「役不足J 1全然(+肯定>J など、一般的には誤用と思われている現象を、そうした評価
の視点を排除して客観的に分析した点は評価に値する。また、大量の用例に支えられた論述には説得力
があり、今まさに変化の最中にある日本語の姿を描き出すことに成功している。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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